
地
域
づ
く
り
は
挨
拶
か
ら

真剣に聞き入る参加者

　

こ
の
度
、
里
山
辺
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
並
び
に
松
本
市
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
就
任

い
た
し
ま
し
た
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

松
本
市
で
は
４
月
よ
り
「
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

課
題
を
解
決
し
て
い
く
活
動
や
取

組
み
」
の
拠
点
と
し
て
市
内
35
カ

所
に
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

後
地
域
に
お
い
て
深
刻
化
が
予
想

平成26年5月１日現在
 世帯数　5,016世帯
 　男　　5,687  人
 　女　　6,084  人
 　計　 11,771  人

平成 25年度　里山辺公民館決算書（単位：円）

　 項 　 目 　
地 区 分 担 金
助 成 金
雑 収 入
繰 越 金

　 合 　 計 　

 決 算 額   
1,748,000 
20,000 
118 

300,000 

2 ,068,118 

　 項 　 目 　
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
人権啓発事業費
郷 土 愛 活 動 費
委 員 報 酬
事 務 費
補 助 金 等
印 刷 費
会 議 費
　 合 　 計 　

 決 算 額   
111,699 
30,000 
90,000 
834,820 
149,105 
30,000 
10,332 
190,000 
134,020 
61,213 
95,000 
31,929 

1 ,768,118 

支 出 の 部収 入 の 部

平成 26 年度への繰越金　300,000 円

　

今
年
は
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

一
年
目
で
す
。
出
張
所
、
公
民
館
、

福
祉
ひ
ろ
ば
が
連
絡
を
密
に
と
っ

て
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
な
る

と
い
う
事
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
が
今
ま
で
と
変
わ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
里
山
辺
で
は
今
ま

で
の
先
輩
方
が
十
分
連
携
を
と
っ

て
実
践
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
更
に
意
図
的
、
計
画
的
に
連

携
し
て
各
種
事
業
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
一
月
に
〝
里
山
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
〞
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
地
域
づ
く
り

は
挨
拶
か
ら
だ
。
大
人
も
子
供
も

挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
会
連
合
会
を
中
心
に
、
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
と
育
成
会
、
里
山

辺
保
育
園
、
山
辺

小
、
山
辺
中
学
校

そ
し
て
毎
朝
小
学

生
の
安
全
指
導
を

し
て
下
さ
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
も
協

力
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
挙
げ
て

の
取
り
組
み
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度

は
「
立
志
式
」
や

「
わ
い
わ
い
カ
レ
ー
」

な
ど
地
域
の
皆
さ

ん
、
特
に
町
会
の

公
民
館
長
さ
ん
方

に
ご
協
力
頂
き
、

さ
れ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
防
災
体
制
の
整
備
、

空
き
家
対
策
、
買
い
物
弱
者
対
策

等
々
の
諸
課
題
を
住
民
・
行
政
・

企
業
・
大
学
・
市
民
活
動
団
体
が

協
働
し
て
取
り
組
み
効
果
を
高
め

て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
も
の

で
、
従
来
か
ら
の
公
民
館
、
出
張

所
、
福
祉
ひ
ろ
ば
と
し
て
の
機
能

は
今
ま
で
と
変
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

持
続
可
能
な
、
こ
の
美
し
い
自

然
と
伝
統
あ
る
文
化
に
恵
ま
れ
た

里
山
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

の
た
め
、
ま
た
、
公
民
館
活
動
と

し
て
は
、
生
涯
学
習
の
場
を
通
じ

て
、
と
も
に
学
び
あ
い
人
と
文
化

育
む
ま
ち
づ
く
り
に
関
係
職
員

共
々
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ギ
草
講
習
会
が
四
月
八
日
に

藤
井
町
会
の
藤
井
千
尋
さ
ん
の
お

宅
で
奥
さ
ん
の
治
子
さ
ん
の
指
導

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

昨
年
の
プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
球
根
を

丁
寧
に
取
り
出
し
、
新
し
い
ミ
ズ

ゴ
ケ
を
入
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
20

個
ほ
ど
の
球
根
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
こ
の
後
毎
日
水
遣
り
を
し
、

芽
が
出
た
ら
朝
日
が
当
た
り
、
午

後
は
日
影
に
な
る
よ
う
な
場
所
で

管
理
す
る
と
、
八
月
半
ば
に
は

真
っ
白
な

サ
ギ
が
羽

を
広
げ
て

羽
ば
た
く

よ
う
な
花

が
咲
き
ま

す
。
講
師
の
藤
井
さ
ん
に
は
プ
ラ

ン
タ
ー
や
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
富
士
砂
、

そ
し
て
サ
ギ
草
の
球
根
を
参
加
者

二
十
二
人
に
す
べ
て
用
意
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
皆
大

喜
び
で
、
大
事
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を

持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

里
山
辺
公
民
館
長　

花
岡　

豪

文
字
通
り
車
の
両
輪
の
関
係
で
各

種
事
業
を
進
め
て
頂
き
ま
し
た
。

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
里
山

辺
地
区
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
地
域
づ
く
り
に
邁

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

里
山
辺
公
民
館
長　

花
岡　

豪
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◇
第
44
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
１
日（
日
）

◇
第
10
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

８
月
10
日（
日
）

◇
第
61
回
野
排
球
大
会８

月
24
日（
日
）

◇
第
26
回
郷
土
作
家
展

９
月
12
日（
金
）〜
15
日（
祝
）

◇
第
59
回
地
区
大
運
動
会

９
月
28
日（
日
）

◇
第
40
回
地
区
文
化
祭

11
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

◇
第
58
回
卓
球
大
会
・

　

第
35
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
16
日（
日
）

◇
立
志
式　
　
　

 

２
月
14
日（
土
）

　

そ
の
他
各
種
講
座
や
事

業
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

「
里
山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

里山辺
地域づくりセンター長

浅 村    晋



すばらしい風景

　

こ
の
度
、「
里
山
辺
町
内
公
民

館
長
会
」
の
会
長
に
任
じ
ら
れ
ま

し
た
藤
井
町
会
公
民
館
長
の
藤
井

と
申
し
ま
す
。
ふ
つ
つ
か
な
者
で

す
が
お
引
き
受
け
し
た
か
ら
に
は

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
く
所
在
で

す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
通
り
「
町
内

公
民
館
長
会
」
は
里
山
辺
に
あ
る

十
六
町
会
の
公
民
館
長
の
集
ま
り

　

四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り

里
山
辺
公
民
館
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
長
澤
靖
で
す
。

　

公
民
館
の
仕
事
は
初
め
て
な
の

で
、
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
公
民
館
活
動
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

【
公
民
館
主
事
】

【
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
】

で
す
。
夫
々
の
町
会
で
の
業
務
に

お
忙
し
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、

最
近
「
里
山
辺
公
民
館
」
と
連
携

し
た
行
事
が
幾
つ
か
企
画
さ
れ
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ

こ
の
会
が
存
在
す
る
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

い
っ
そ
う
表
裏
一
体
と
な
り
、
里

山
辺
地
区
の
公
民
館
活
動
に
協
力

で
き
れ
ば
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

ご
高
配
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

里
山
辺
町
内
公
民
館
長
会
長　
　
　
　

藤
井　

敬
善

長澤　靖
公民館主事

丸山知世
地域づくり
センター職員

　

四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

丸
山
知
世
で
す
。

　

里
山
辺
は
、
北
ア
ル
プ
ス
や
乗

鞍
が
望
め
る
と
て
も
素
敵
な
場
所

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

に
色
々
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
地

域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

職
員
の
百
瀬
明
子
さ
ん
は
、同
じ
く

保
険
課
へ
、公
民
館
主
事
の
竹
内
孝

則
さ
ん
は
財
政
部
納
税
課
へ
異
動
さ

れ
ま
し
た
。大
変
、お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
四
月
一
日
付

の
人
事
異
動
に

よ
り
、出
張
所
長（
公
民
館
長
補
佐
兼

任
）の
久
保
田
忠
良
さ
ん
は
健
康
福

祉
部
障
害
・
生
活
支
援
課
に
、出
張
所
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◎
は
長　

○
は
副　

町
会
名  　

町
会
長  　
　

公
民
館
長

下
金
井 　

早
川
研
夫 　

上
内
佳
朋

新　

井 

○
斎
藤　

実 　

多
田　

健

湯
の
原 　

花
岡
武
司 　

花
岡
則
夫

藤　

井 　

赤
木　

保 

◎
藤
井
敬
善

上
金
井 　

矢
﨑
弘
道 　

浅
輪
廣
幸

薄　

町 　

西
村
侊
哉 　

佐
々
木
成
幸

　
町
会
連
合
会
、公
民
館
長
会

兎
川
寺 　

古
幡
健
夫 　

藤
森
秀
男

荒　

町 　

米
原
俊
夫 　

伊
藤
芳
昭

西
荒
町 　

市
原
富
美
敏 　

布
野
慶
信

北
小
松 

◎
丸
山
祐
弘 　

桐
畑
文
明

西
小
松 　

西
浦
眞
治 　

平
井　

克

南
小
松 　

倉
田
輝
美 

○
倉
田
治
全

林　
　

 

○
小
岩
井
俊
忠 　

小
岩
井
貫
五

美
里
町 　

内
田
武
男 　

多
田
光
彦

若
里
町 　

布
野
茂
雄 　

川
端
清
司

小
松
町 　

飯
島
基
茂 　

大
久
保
富
生

◆
子
ど
も
会
育
成
会

◎
小
岩
井
里
美   

○
村
本
千
絵
美

○
東
城
日
出
子

◆
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男　

   

○
久
保
田　

一

○
吉
田
秀
男　

   

○
古
田
貞
夫

○
久
保
田
常
子

◆
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

花
岡　

豪

館
長
補
佐　
　

浅
村　

晋

公
民
館
主
事　

長
澤　

靖

嘱
託
職
員　
　

中
村　

徹

◆
運
営
委
員

◎
多
田　

健　

   

○
小
岩
井
里
美

丸
山
祐
弘   

赤
木　

保   

藤
井
敬
善

山
口
壽
男   

横
山
佳
子   

村
本
千
絵
美

浅
村
賢
充   

丸
山
健
一   

小
平　

香

中
澤　

寛   

上
兼　

忠   

久
保
田　

一

◆
人
権
啓
発
推
進
委
員

〈
町
内
〉   

◎
久
保
田　

一
○
小
岩
井
貫
五

西
森
尚
巳   

北
沢
和
雄   

花
岡
則
夫

藤
井
敬
善   

浅
輪
廣
幸   

中
川　

敦

米
原
俊
夫   

市
原
富
美
敏   

桐
畑
文
明

平
井　

克   

新
井　

悟   

多
田
光
彦

布
野
茂
雄   

大
森
女
礼

〈
各
種
団
体
〉
布
野
茂
雄   

新
井
壽
子

山
口
壽
男   

田
村　

功   

奈
良
井
範
久   

村
本
千
絵
美   

浅
村
賢
充   

鈴
木
夏
子   

岩
原　

忍   

石
川
高
至   

小
岩
井
里
美   

藤
井
敬
善   

布
野
芳
枝

◆
体
育
委
員

〈
本
部
〉   

◎
中
澤　

寛
○
木
下
栄
治

　
　
　

  

○
松
尾　

衛   

日
野
原
利
治

佐
藤
謙
児   

阪
野
小
百
合   

山
本
和
利

金
井　

守   

川
口
一
雄   

川
上
正
樹

天
満
俊
孝   

大
嶋
康
弘   

蓑
島
太
郎

越
原
政
子   

百
瀬
一
実   

中
谷
利
昭

三
澤
進
一

〈
町
内
〉      

山
本
健
太　

田
村
富
雄

小
山
治
秀   

北
澤　

浩   

大
和
守
治

大
久
保
勝
美   

赤
羽　

元   

大
和
田　

昇

浅
村
正
志   

大
澤
孝
敏   

小
岩
井
禮
子

忠
地
佳
貴   

武
田
秀
月   

岩
岡
資
高

村
山　

敏   

松
井
俊
訓

◆
文
化
委
員

〈
本
部
〉   

◎
上
兼　

忠
○
伊
藤
由
紀
子

西
村
文
治   

中
野
由
美   

金
井　

眞

高
橋　

裕   

市
原
シ
ゲ
ル   

石
川
悟
子

〈
町
内
〉　
　

松
井
俊
之   

藤
澤　

浩

松
澤
す
み
子   

縣　

治
男   

藤
本　

昭

百
瀬
貴
介   

藤
森
政
義   

川
口
悦
男

佐
藤
良
治   
塩
野
完
治   

田
垣
元
敏

小
岩
井
賢
彦   
宗
田
公
夫   

吉
田　

毅

佐
倉
美
里   
大
森
女
礼

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
小
平　

香　

○
松
井
幸
子

千
野
三
千
代   

愛
瀬
三
枝   
花
岡
康
恵

因
幡
由
美   

辻
ト
メ
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
丸
山
健
一　

〇
細
野　

麗

赤
木
秀
雄   

麻
原
典
明   

小
岩
井
登
嗣
治

塩
原　

司　

古
澤
正
就

　

寄
贈
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　

松
本
フ
ォ
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
写
真
集
「
信

州
心
の
故
郷
・
麗
し

の
大
地
」
全
十
七
冊

が
荒
町
の
久
根
下
将

之
さ
ん
か
ら
里
山
辺

公
民
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し

た
。
い
ず

れ
も
長
野

県
内
の
素

晴
ら
し
い

風
景
の
写

真
が
圧
巻

で
す
。

　

里
山
辺
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
同
好

会
よ
り
『
里
山
辺
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
の
歴
史
と
歩
み
』
が
刊
行
さ
れ

公
民
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。


